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『『『『製作製作製作製作のののの動機動機動機動機』』』』 

木材加工の実習において、自分自身で使える物を作りたいと思い、自分自身がエレキベースをしていることも

あり、製作することにした。 

『『『『設計設計設計設計』』』』 

まず、エレキベースのボディーには曲線が多用されているので、ＣＡＤでの製図は難しかった。そのため、ベ

ジェ曲線を使えるフリーソフトを用い、多くの写真を基に実寸での図を作成した。

 
フレットの距離については Excel でスケール(ネック

の上からブリッジまで)の長さを入力すると、書くフレ

ットの幅を計算できるものを作成した。 

 

『『『『工夫工夫工夫工夫』』』』 

～～～～トラスロッドトラスロッドトラスロッドトラスロッド～～～～ 

ネックには強度のあるタモを使用した。また、更に補強するためネックにアジャスタブルトラスロッド(金属の

棒でネックの反りを調節できるもの)を入れ、ネックのボディー側で調節できるようにした。ネックに埋める作業

はフライス盤を用いて溝を彫り、調整部は少し大きいので、ノミを用いて手作業で彫り、指板で蓋をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～～導電塗料導電塗料導電塗料導電塗料～～～～ 

ピックアップ(弦の振動を電気信号に変換する電子部品。)を入れる溝はフライス盤を用いて彫った。また、ピ

ックアップは外来ノイズを拾ってしまうので、金属の箱に囲われている状態を作るために導電塗料を塗布した。
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